
 ◆関門航路　航勢詳細（２０２５年確定値）
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○ 関門航路を通航（通過・入出港）する船舶(500GT以上)は減少傾向であるが、20,000ＧＴ以上の大型船※の割合について

は微増ではあるものの年々増加の傾向が見受けられる。

○ 2020年の大型船
※

の減少は、新型コロナウイルス感染拡大の影響と考えられる。

○ 2025年の通航状況は、船種別で貨物船、コンテナ船が約半分を占めている。外内貿別では外貿が54%、通過・入出港別

では通過船が67%を占めている。

※現行の航路水深-12m（通航可能最大喫水-11.4m）では満載での通航は困難なものを示す。

○ 20,000GT以上の大型船で見ると、通過が約70%を占めており、貨物船・コンテナ船が約62%を占め

ている。

○ 物流コスト削減をはかるため、関門航路を利用することで輸送距離と時間の短縮を図っているもの

と考えられる。

外貿
30179
54%

内貿
25883
46%

2025

外内別

通航船舶隻数

56,062隻

通過
37782
67%

入出港
18280
33% 2025

通過・入出港別

通航船舶隻数

56,062隻

通過
2482
70%

入出港
1045
30% 2025

20,000ＧＴ以上

通過・入出港別

隻数

3,527隻

3,518 3,481 3,527

隻

隻

隻
隻

隻

隻 隻

隻

隻

隻

隻

隻

隻

貨物船
1102
44%

ｺﾝﾃﾅ船
445
18%

タンカー
255
10%

専用船
420
17%

客船･ﾌｪﾘｰ
260
11%

2025

20,000ＧＴ以上

通過船

船種別隻数

2,482隻
隻

隻

隻

隻

隻

速報値速報値


